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子どもたちの安全を守るために 

 子どもたちを犯罪の被害から守るために、保護者の皆様、地域のボランティアの皆様、市町村、教

育委員会、警察と学校が連携をして、様々な取り組みを行っているところでありますが、こうした大

人たちによる安全を確保する活動に加え、子どもたちが「自分の安全は自分で守る」方法を知り、そ

れを身につけていくことが必要です。保護者の皆様には、以下の３点について、特に配慮していただ

きたいと思います。 

 

通学路を一緒に歩いて確認していただきたいこと 

１ 通学路において、転落などの危険箇所や狭い道路、車の通行が多い場所、一時停止しなければな

らないような交差点など、交通事故に特に気をつけなければならない場所について、子どもたち

に、そのような場所を通るときの注意点や方法を具体的にお教えください。 

 

２ 通学路で何かあった際には、緊急に駈け込んで助けを求めるため、地域の皆様 

の御協力をいただいている「こどもを守る安心の家」がありますので、その所 

在を学校でも下校指導の際に確認をいたしますが、再度御家庭でも所在の確認を 

お願いいたします。 

  ※「こどもを守る安心の家」とは、登下校時における児童の安全を守るために、 

小学校の通学路にある一般住宅、コンビニ、商店などの皆様に御協力をお願い 

して子どもたちに緊急事態や怖いと感じることがあった際に、警察、学校、保 

護者の方への連絡などをお願いしてある場所のことです。 

（わかりやすい場所に表示板や旗があります。） 

 

３ 身に危険を感じたり、不安を覚えたりした際の助けを求める方法をご確認ください。 

  ・防犯ブザーやホイッスルは、いざという時にすぐに使えるような場所で携帯させ、電池切れや

音が出ないことがないように、頻繁に確認をしてください。 

  ・誘拐などの被害防止のため「いかのおすし」を確認してください。 

  ※「いかのおすし」とは 

いか（いかない）    知らない人についていかない 

の （乗らない）    知らない人の車にのらない 

お （大声でさけぶ）  「助けて！」とおおきな声を出したり、防犯ブザーなどを鳴らしたりする 

す （すぐに逃げる）  こわかったら、大人のいるほうへすぐに逃げる 

し （しらせる）    どんな人が何をしたのか、大人にしらせる 
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